
12
Dec 2020

No. 594
令和2年12月18日

発行●阿武町役場
編集●阿武町役場まちづくり推進課
TEL●08388-2-3111
URL●http://www.town.abu.lg.jp
印刷●松陰堂有限会社

ABU  Community  NewspaperABU  Community  Newspaper

夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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無
角
和
種 

100
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11/22

松林 行雄 氏
秋吉台肉牛ファーム会長
公社設立以前より繁殖・肥育一貫経営に尽力

矢次 利典 氏
無角和種繁殖センター場長（平成 16年より）

おだ とくたろう

あんどう みつあき

まつばやし いくお

やつぎ としのり

小田 德太郎 氏
無角和種振興公社 （平成 6年設立） 初代理事長

安堂 光明 氏
無角和種産直協議会 流通販売部会長
流通、肥育技術の向上、販売指導などに貢献

無角和種振興公社「功労者表彰」　受賞一覧

大正９年に歩みをはじめ、 今年 100 周年を迎えた 阿武町特産の牛・「無角和種」。式典では
振興に尽力された方の功績をたたえる表彰と、 ブランド化・観光コンテンツ化などをめざす
これからの「無角」の取り組みを考えるための「パネルディスカッション」が行われました。

大正９年に歩みをはじめ、 今年 100 周年を迎えた 阿武町特産の牛・「無角和種」。式典では
振興に尽力された方の功績をたたえる表彰と、 ブランド化・観光コンテンツ化などをめざす
これからの「無角」の取り組みを考えるための「パネルディスカッション」が行われました。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は 「
リ
モ
ー
ト
」

で
の
登
壇
者
を
迎
え
、
ネ
ッ
ト
で
同
時
配
信

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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リ
モ
ー
ト
」

で
の
登
壇
者
を
迎
え
、
ネ
ッ
ト
で
同
時
配
信

基調講演では全国で話題の
「赤身牛肉ブーム」 立役者
である 「土佐あかうし」 の
ブ ラ ン ド 推 進 に 携 わ っ た
高知県職員 公文 喜一 氏が
こ れ ま で の 取 り 組 み と
業 界 の 動 向 に つ い て 紹 介

くもん よしかず

12/13 令和２年  ことし最後の鳴き砂清掃
毎月１回、ふるさとの海・清ヶ浜を守るために
流れ着いたごみを拾っている 「鳴き砂復活隊」 の
みなさんが、 今年最後の海岸清掃ボランティアに
取り組みました。
この日は、わずかながらも「キュッキュ」 と音が
鳴る場所も見つかり、地道な活動の積み重ねが
地元の宝である海を守っています。

廃材やペットボトル
など 外国から流れて
きた「漂着ごみ」 も。

清ヶ浜を愛するサーファーたちは波乗りの後
善意で海岸のごみを一ヶ所に拾い集めており
「鳴き砂復活隊」 を影で助けてくれています。

ふじお　 りんたろう

ことし最後の活動の後は、 温かい豚汁
が用意され、 ささやかな打ち上げ。 
メンバーの一員で、無角和種振興を
担っている地域おこし協力隊の
藤尾 凜太郎さんは、「無角のステーキ」
を振る舞い、美味しいお肉で「鳴き砂
復活隊」の活動をねぎらいました。
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無角和種は阿武町において１つの場所でのみ飼育されているという強みがあり、
そ れ を 生 か し て 共 通 認 識 を 作 り 上 げ、 一 枚 岩 に な っ て 取 り 組 ん で い く べ き。
「阿武町に来れば、 無角の肉を食べることができる」 という環境づくりの構築が必要。

か つ て は 高 い 評 価 を 受 け て い た も の の、 こ の ま ま で は 生 産 を 続 け て い く こ と が
難しくなってしまうという現状がある。 一方、 草だけでよく育つ牛なので、 休耕田を
活用する 「山口型放牧」 など、 地域との連携が必要になってくるのではないか。 

無角和種は、 全国を見ても約 200 頭のみ。 阿武萩地域で 「役牛」 として活躍した希少
な牛。 その大半を飼育している阿武町では、 無角和種を地域の宝と位置づけ、 専門家
の 方 々 の 力 を 借 り て、 「こ れ か ら の 100 年」 を 進 め て い き た い と 考 え て い る 。

無角和種には全国にファンがついているが、 飼育頭数が少なく、 出せる牛が少ない。
昔ながらの牛の味がする山口県にしかいない貴重な無角和種を、 種として保存していく
ことを考えながら、 「これからの 100 年」 に向けた取り組みを進めてほしい。 

シェフの目線で見ると、 世界で求められているような、 健康な赤身肉を持つ牛を育てる
ことができる豊かな環境があるということは素晴らしく、 阿武町は誇りに思うべき。
和牛では唯一無二である「赤身肉主体」という特徴には、世界に通用するだけの底力がある。

幻の存在だった 「無角」 が、 ついに動き出したことに、 実は業界全体が驚いている。
非常に注目を集めているし、 応援してもらえる存在になるはず。 その関わりの中で、
多くのヒントを引き出して、 これからの無角和種の 100 年を作っていってほしい。 

「昔ながらの牛の味がする」 という印象。 「ドライエイジング」 で熟成をかけると抜群に
美味しくなる牛。 希少であり歴史の深い無角和種は、 郷土愛の形成を助け、
人づくりを促すという点においても、 まちおこしのための存在として大切にするべき。 

パネルディスカッション 登壇者たちの発言パネルディスカッション 登壇者たちの発言
公文 喜一 氏（高知県 畜産振興課 ・ 獣医師）

花田憲彦 町長（無角和種振興公社 理事長）

松本 容二 氏（山口県 家畜改良研究室 室長）

安堂 光明 氏（安堂畜産株式会社 会長）

渡邊 雅之 氏（東京赤坂 「VACCA ROSSA」 シェフ）

荻澤 紀子 氏（株式会社東京宝山 代表取締役）

佐野 佳治 氏（株式会社さの萬 代表取締役）

くもん よしかず

はなだ のりひこ

まつもと ようじ

あんどう みつあき

わたなべ まさゆき

おぎさわ のりこ

さの よしはる

佐野氏は 静岡県より 「リモート」 でご登壇いただきました。

　
﹁
無
角
和
種
﹂
と
同
じ
く
価
格
低
下
・
頭
数
減
少
の
道

を
歩
ん
で
き
た
﹁
土
佐
あ
か
う
し
﹂︒
飼
育
頭
数
の
増
加

を
め
ざ
す
た
め
に
も
︑
第
一
に
︑﹁
肉
の
価
格
を
上
げ
る

こ
と
﹂
を
課
題
と
し
ま
し
た
︒

　

そ
も
そ
も
︑
赤
身
主
体
の
﹁
土
佐
あ
か
う
し
﹂
で
は
︑

サ
シ ︵
脂
︶ 

の
量
で
評
価
さ
れ
る ﹁
黒
毛
和
牛
﹂
を
基
準

と
し
た
流
通
市
場
で
は
︑
ま
ず
敵
い
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
︑県
で
独
自
の ﹁
肉
の
評
価
基
準
﹂
を
設
け
て
︑

売
り
出
す
際
に
赤
身
の
美
味
し
さ
を
﹁
指
標
﹂
と
し
て

明
確
に
示
し
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
一
般
的
な
流
通
で
の
評
価
で
は
な
く
︑﹁
価
値

を
認
め
て
く
れ
る
顧
客 ︵
料
理
人
・
消
費
者
︶﹂
に
直
接
︑

肉
を
届
け
る
た
め
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
し
た
︒

　

肉
の
本
場
・
欧
米
で
は
︑
霜
降
り
肉
よ
り
も
︑
赤
身

肉
の
ほ
う
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
場
で
学
ん
だ
料
理
人
た
ち
に
売
り
込
み

を
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
︒
赤
身
肉
の
美
味
し
さ
を

直
接
︑
伝
え
ま
し
た
︒

　　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
経
て
︑
高
知
県
で
は
︑
仔
牛

価
格
が
上
昇
︒
生
産
者
の
所
得
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
︑

増
頭
へ
の
気
運
が
高
ま
り
︑
担
い
手
確
保
や
牛
舎
整
備

に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
︒

　

こ
こ
で
︑﹁
無
角
和
種
﹂
の
場
合
を
考
え
ま
し
ょ
う
︒

　

飼
育
頭
数
か
ら
考
え
る
と
﹁
全
国
１
万
人
に
１
人
﹂

に
価
値
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
そ
れ
で

商
売
は
︑
し
っ
か
り
と
成
り
立
つ
で
し
ょ
う
︒

　

阿
武
町
の ﹁
無
角
﹂ の
強
み
は
︑
飼
育
し
て
い
る
場
が

１
つ
し
か
な
く
︑
肉
屋
と
の
連
携
が
あ
り
﹁
み
ん
な
で

儲
け
る
﹂
た
め
の
し
く
み
を
作
り
や
す
い
こ
と
︒

　

そ
の
た
め
に
︑
取
り
組
み
の
方
向
性
や
︑
肉
の
質
を

保
証
す
る
﹁
も
の
さ
し
﹂
を
考
え
︑
届
け
た
い
先
を

想
像
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒ 

基調講演 「土佐あかうし復興、 高知県の 10 年間の歩み」 ～公文 喜一 氏～基調講演 「土佐あかうし復興、 高知県の 10 年間の歩み」 ～公文 喜一 氏～

ヴァッカ ロッサ

くもん よしかず
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無 角 和 種 と の 出 会 い 創 出 プ ロ ジ ェ ク ト 始 動！
　

令
和
２
年
10
月
に
始
ま
っ
た
「
無
角
和
種
と
の

出
会
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　

こ
れ
は
、
阿
武
町
の
重
要
な
特
産
品
で
あ
る

無
角
和
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、「
赤
身
肉
の

美
味
し
さ
」 

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、 ｢

観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
し
て
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く

一
連
の
試
み
で
す
。（
最
近
で
は
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
）

　　

阿
武
町
を 

「
無
角
和
種
の
い
る
ま
ち
」
と
し
て

全
国
に
伝
え
、 

ま
ち
と
牛
が
結
び
つ
く
観
光
地

と
し
て
再
び
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
次
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　　

１
つ
目
は
、
国
道
１
９
１
号
沿
い
の
休
耕
田
を

活
用
し
て
、
無
角
和
種
を
放
牧
す
る
試
み
で
す
。

　

昔
は
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
「
牛
が
い
る
風
景
」

を
現
代
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、 「
無
角
和
種
」

の
存
在
感
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

２
つ
目
は
、「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」 

の
創
出
で
す
。

　

町
内
向
け
で
は
、
無
角
和
種
の
肉
の
美
味
し
い

食
べ
方
を
紹
介
す
る
料
理
教
室
の
開
催
、
子
ど
も

向
け
の
現
場
見
学
を
盛
り
込
ん
だ
ツ
ア
ー
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
向
け
で
は
、
現
場
見
学
・
食
事
・
宿
泊
を

セ
ッ
ト
に
し
た 
「
無
角
和
種
ツ
ア
ー
」
や
、
一
流

シ
ェ
フ
を
招
い
て
行
う 

「
食
の
イ
ベ
ン
ト
」 

な
ど
、

無
角
和
種
を
軸
に
し
た
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　　

３
つ
目
は
、
専
門
家
の
協
力
を
得
て
行
う
、

「
無
角
和
種
の
Ｐ
Ｒ
強
化
」 

で
す
。 

　

生
産 

・
流
通
・
販
売
・
消
費
各
部
門
の
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
無
角
和
種
の
特
徴
に

適
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、
発
信
力
の
強
化

を
め
ざ
し
ま
す
。

　　

多
く
の
人
に
、
無
角
和
種
と
出
会
っ
て
も
ら
う
。

そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　　

無
角
和
種
と
の 

「
出
会
い 

（m
eet

）」 

を
創
り

出
す
こ
と
で
販
路
拡
大
や
肉
質
向
上
を
促
し
、

無
角
和
種
の 

「
肉 

（m
eat

）」 

が
も
つ
本
来
の

価
値
を
引
き
出
し
た
い
と
い
う
願
い
を
、
こ
の

事
業
名
に
込
め
て
い
ま
す
。

　　
「
阿
武
町
と
い
え
ば
無
角
和
種
、 

無
角
和
種
と

い
え
ば
阿
武
町
」 

と
い
っ
た
誇
る
べ
き
存
在
と

す
る
た
め
の
振
興
を
図
り
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
て
、
販
売
価
格
の
向
上
、
飼
育
頭
数
の
増
加
、

新
た
な
飼
育
の
担
い
手
確
保
を
実
現
し
ま
す
。

　　

阿
武
町
が
日
本
一
の
無
角
和
種
の
飼
育
頭
数
を

誇
っ
て
い
る
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　

阿
武
町
の
無
角
和
種
を
、
こ
の
先
の
未
来
へ
。

つ
い
に
輝
き
だ
し
た
！

阿
武
町
の
宝

無
角
和
種

つ
い
に
輝
き
だ
し
た
！

阿
武
町
の
宝

無
角
和
種

　

阿
武
町
に ﹁
無
角
和
種
﹂ と
い
う
牛
が
い
る

こ
と
は
︑ 

も
ち
ろ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね
︒
日

本
に
お
い
て｢

和
牛｣

と
認
め
ら
れ
て
い
る
４
品
種

 ︵
黒
毛
︑ 

褐
毛
︑ 

日
本
短
角
︑ 無
角
︶ の
一
角
を

占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑ 

日
本
全
国

に
約
２
０
０
頭
し
か
い
な
い
︑と
て
も
希
少
な
牛
で
す
︒ 

　

し
か
も
２
０
０
頭
の
う
ち
︑約
１
４
０
頭
が

町
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
︑
ま
さ
に

阿
武
町
は
日
本
一
の
無
角
和
種
の
産
地
と
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒

　
無
角
和
種
の
希
少
性
と
赤
身
肉
の
美
味
し
さ
を

活
か
し
︑
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
新
た
な
試
み
︑ ﹁
無
角
和
種
と
の

出
会
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂ が
始
ま
り
ま
し
た
！

❶ ❷ 福 賀 地 区 西 台 で は 、  青 草 を 食 べ さ せ
元 気 な 仔 牛 を 産 ま せ る た め 、  妊 娠 中 の 母
牛 を 放 牧 し て い る 。 ❸ ❹ ❺ 無 角 和 種 繁 殖
セ ン タ ー 。 分 娩 か ら 出 荷 ま で 、  無 角 和 種 の
一 貫 生 産 を 担 う 。 見 学 ツ ア ー で は え さ や り
体 験 も 可 能 。 ❻ ❼ 無 角 和 種 の ブ ロ ッ ク 肉 を
使 っ た 厚 切 り ス テ ー キ 。 肉 汁 と 肉 の 旨 味 を
楽 し む た め に 、 焼 き 加 減 は レ ア が お す す め 。

❸❸ ❹❹

❺❺ ❻❻

❼❼

❶❶ ❷❷
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��/��　 授 業 参 観 日　 無 角 和 種 の 発 表 会��/��　 授 業 参 観 日　 無 角 和 種 の 発 表 会

��/��　阿 武 小 ５ 年 生 　無 角 和 種 の 授 業

未来につなぐ無角和種

　授 業 で 無 角 和 種 の こ と を 学 ん だ 阿 武 小 ５ 年 生 た ち。
　参 観 日 に は、 地 域 の お じ い ち ゃ ん、 お ば あ ち ゃ ん
たちも学校に招待して、 「阿武町  無角和牛のひみつ」 と題
した発表会を開いてくれました。
　子どもたちは、 無角和種の歴史や特徴をはじめ、 他の品
種の和牛と違うことなど、 授業で教えた内容以外にも自ら
気 に な っ た こ と に つ い て 掘 り 下 げ て 調 査 を 重 ね、
より深い 「学習の成果」 を発表。
　ク イ ズ を 交 え て、 無 角 和 種 の 歴 史 や 希 少 性、 肉 質、
美 味 し い 食 べ 方 に つ い て、 し っ か り 発 表 で き て い て、
「そこまで調べたか……！」 と感心するばかりでした。
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美 味 し い 食 べ 方 に つ い て、 し っ か り 発 表 で き て い て、
「そこまで調べたか……！」 と感心するばかりでした。

　発 表 会 の ラ ス ト、 担 任 の 河 田 恵 一 郎 先 生 か ら の
「み ん な、 実 際 に 牛 を 見 に 行 っ て み た い？」 と い う
問いに対し、 子どもたちは 「行きたい！」 と即答。
　意 欲 に 応 え て、 な ん と、 特 別 に 飼 育 現 場 を 見 学 す る
機会を作ってくださった河田先生！ 
　授 業 を や っ て 本 当 に 良 か っ た な ぁ と、 し み じ み 思 う
ばかりでした。
　子 ど も た ち に は、 無 角 和 種 が 実 際 に 飼 育 さ れ て い る
現 場 を 見 て 牛 と ふ れ あ い、 「知 識」 の 次 の ス テ ッ プ、
「経験」 へと、 学びを深めていってほしいと思います。
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　「総 合 的 な 学 習」 の 一 環 と し て、 ふ る さ と の 産 業 を
学 ぶ 阿 武 小 学 校 の ５ 年 生。 こ の 日 は、 「無 角 和 種」 の
魅 力 に つ い て 知 っ て も ら う た め、 学 校 を 訪 ね て 授 業 を
させていただきました。
　実 は 「飼 育 現 場 を 見 た こ と が な い」 と い う 子 ど も た ち。 
　せ め て 少 し で も、 牛 た ち と 会 っ た 気 分 に な っ て も ら い
たいと、 牛舎や放牧場などで牛たちが飼われている様子を
撮影した 「動画」 を上映してみました。
　「ど う し て 角 が な い の？」 と い う ナ ゾ の 真 相。 そ し て、
「ど れ だ け 希 少 な 牛 な の か？」 「ど う や っ て 食 べ た ら
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させていただきました。
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　せ め て 少 し で も、 牛 た ち と 会 っ た 気 分 に な っ て も ら い
たいと、 牛舎や放牧場などで牛たちが飼われている様子を
撮影した 「動画」 を上映してみました。
　「ど う し て 角 が な い の？」 と い う ナ ゾ の 真 相。 そ し て、
「ど れ だ け 希 少 な 牛 な の か？」 「ど う や っ て 食 べ た ら

美味しいのか？」 といった、 計り知れない価値。
　将 来、 子 ど も た ち が 誇 り を も っ て、 無 角 和 種 と い う
牛 の 希 少 性 や、 肉 の 美 味 し さ を、 「ま ち の 宝」 と し て
い ろ ん な 人 た ち に 自 慢 で き る よ う に な っ て ほ し い と、
願いを込めた授業でした。
　質 問 コ ー ナ ー で は、 続 々 と み ん な の 手 が 挙 が り、
子 ど も た ち の 積 極 的 な ギ モ ン に 嬉 し く 思 い な が ら、
ひとつひとつ丁寧に答えました。
　無 角 和 種 と の 最 初 の 出 会 い。 「も っ と 知 り た い！」 と
い う、 み ん な の 意 欲 を 引 き 出 せ た か な、 と 思 い ま す。
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ひとつひとつ丁寧に答えました。
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い う、 み ん な の 意 欲 を 引 き 出 せ た か な、 と 思 い ま す。

地 域 お こ し 協 力 隊

藤尾 凜太郎  ふじお   りんたろう

神奈川県出身の �� 歳。 国の地方創生事業
「無角和種との出会い創出プロジェクト」 

計 画 立 案 な ど、無 角 和 種 の 振 興 を 担 当。
平成 �� 年 � 月着任。趣味は料理と魚釣り。

◀授業で上映した 「飼育現場の紹介」 や
「無角和種ツアー」 のＰＲ動画はこちら
◀授業で上映した 「飼育現場の紹介」 や
「無角和種ツアー」 のＰＲ動画はこちら

かわた けいいちろう
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“食べること” は 誰でも毎日欠かさず行う 「あたりまえのこと」 ですが、 “命” につながる大切なことです。
　アイデア料理コンテストは、 地域の食材をおいしく食べて地域を盛り上げ、 家庭で食に関する会話が
増えること、 そして食に興味関心をもつ子どもたちが増えてくれることを目的として、 毎年実施しています。
　ただ、 おなかが満腹になるだけではなく、 自分自身の身体をより良くするために、 数十年後の元気で
過ごしている自分の未来を思い描いて、 “食を楽しむ” 阿武町の子どもたちであってほしいと願っています。

　今年度のアイデア料理コンテストは
応 募 数 73 人（74 品）と い う 多 く の
みなさんのご参加をいただき、 本当に
ありがとうございました。
　 「新型コロナ」 感染拡大防止のため、 
例年のような審査員による２次審査は
行 い ま せ ん で し た が、 学 校 栄 養 士 の
中村 仁美 さんのご協力で、 １次審査を
通過した 3 つのメニューが、 11 月に
給食のメニュー化！児童 ・ 生徒による
審査が行われました。
　また、 一般のみなさんの意見も取り入れられるよう、 ご家庭で
作って食べて投票していただける、 「公開審査」 を実施しました！

ひとみなかむら

　今年度のアイデア料理コンテストは
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作って食べて投票していただける、 「公開審査」 を実施しました！

ひとみなかむら

審査結果発表！
審査結果発表！

ひじきのピラフひじきのピラフ 野菜たっぷりキーマカレー野菜たっぷりキーマカレー 野菜たっぷり  とりキム丼野菜たっぷり  とりキム丼

みなさんの ご協力ありがとうございました！
令和
２年度
令和
２年度

ダイニングカフェ

８４６さんで

メニュー化された

アイデア料理弁当です！

みなさん、 食べましたか？

とてもおいしかったですよ！

学校での
給食の様子です！
みんなで
投票してくれました！

　審査項目は小学１ ・ ２年生と一般は 「おいしさ」
についてのみ投票し、 小学３年生から中学生までは
「おいしさ」 ・ 「どのくらい食べたいか」 という２項目
について投票しました。
　その投票の結果、 小 ・ 中学生の給食試食審査と
一 般 審 査 と も に、  「野 菜 た っ ぷ り キ ー マ カ レ ー」 

（阿武中２年 ・ 池田 飛南斗 さん） が最高点を獲得し、
「最優秀賞」 に輝きました！

　審査項目は小学１ ・ ２年生と一般は 「おいしさ」
についてのみ投票し、 小学３年生から中学生までは
「おいしさ」 ・ 「どのくらい食べたいか」 という２項目
について投票しました。
　その投票の結果、 小 ・ 中学生の給食試食審査と
一 般 審 査 と も に、  「野 菜 た っ ぷ り キ ー マ カ レ ー」 

（阿武中２年 ・ 池田 飛南斗 さん） が最高点を獲得し、
「最優秀賞」 に輝きました！

いけだいけだ ひ  な  とひ  な  と
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福賀小学校
学習発表会
福賀小学校
学習発表会 11/21( 土 )11/21( 土 )

音読劇
｢お手紙｣
音読劇
｢お手紙｣

英語劇
｢URASHIMA

 TARO｣

英語劇
｢URASHIMA

 TARO｣

感謝の会

「がまくん」 ・ 「かえるくん」 ・ 「かたつむりくん」 の３役を
２年生の山本 真護くんが朗らかに演じ、 ようやくお手紙が
届いたときの喜びを、 会場のみんなと分かち合いました。  

「がまくん」 ・ 「かえるくん」 ・ 「かたつむりくん」 の３役を
２年生の山本 真護くんが朗らかに演じ、 ようやくお手紙が
届いたときの喜びを、 会場のみんなと分かち合いました。  

２年生

５･６年生

リコーダー ・ キーボード ・ 鉄琴 ・ 木琴などを使った
４人 （＋先生） による素敵な演奏会。
ぴったりと息を合わせた音色が、
会場を優しい感動で包みました。

リコーダー ・ キーボード ・ 鉄琴 ・ 木琴などを使った
４人 （＋先生） による素敵な演奏会。
ぴったりと息を合わせた音色が、
会場を優しい感動で包みました。

５･６年生は 「浦島太郎」 の英語劇を上演しました。
おなじみの場面も、 アメリカンな雰囲気に様変わり。
竜宮城では陽気なダンスパーティが開かれました。

６年生の蟹谷 栄仁くんが歌う 「香水」 の
ソロパートも客席を沸かせました。
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の
　

親
友
で
　

あ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
　

お
も
っ
て
　

い
ま
す
。

親
愛
な
る
　

が
ま
が
え
る
く
ん
。
ぼ
く
は
、

き
み
が
　

ぼ
く
の
　

親
友
で
　

あ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
　

お
も
っ
て
　

い
ま
す
。

やまもと　　 しんごやまもと　　 しんご

秋色ミニコンサート秋色ミニコンサート
３･４年生

玉手箱を開けてしまった
浦島太郎を熱演する
担 任 の 清 水  学 先 生

玉手箱を開けてしまった
浦島太郎を熱演する
担 任 の 清 水  学 先 生

しみず　 まなぶしみず　 まなぶ

クイズ大会

➡

聴けます♪
３ ・ ４年生の

ハンドベル
唱歌｢もみじ｣

感謝祭では、 会場の
み な さ ん も 交 え て、
クイズなどのゲームで
楽しく交流しました。
福賀小の卒業生や、 これまでの学習活動で

お世話になった人たちなど、
多くのみなさんが
参加し、 福賀っ子
を応援しました。

よこやま　  み き えよこやま　  み き え
昨年度末に転任した
横山 美貴恵 先生も来校
昨年度末に転任した
横山 美貴恵 先生も来校
よこやま　  み き えよこやま　  み き え

優勝
 です！

新型コロナが流行りだして半年以上が
経 ち ま す。 感 染 を 防 ぐ た め に、 今 年 は、
み ん な で 田 植 え が で き ま せ ん で し た。
６ 月 に 行 う は ず だ っ た 運 動 会 も ９ 月 に
延 期 さ れ、 午 前 中 だ け に な り ま し た。
た く さ ん の 行 事 が 中 止 に な り、 寂 し い
思 い を し て き ま し た が、 学 習 発 表 会 ・
感謝の会に、 たくさんの方が来てくださり、
私 た ち は、 と て も う れ し く 思 い ま す。

新型コロナが流行りだして半年以上が
経 ち ま す。 感 染 を 防 ぐ た め に、 今 年 は、
み ん な で 田 植 え が で き ま せ ん で し た。
６ 月 に 行 う は ず だ っ た 運 動 会 も ９ 月 に
延 期 さ れ、 午 前 中 だ け に な り ま し た。
た く さ ん の 行 事 が 中 止 に な り、 寂 し い
思 い を し て き ま し た が、 学 習 発 表 会 ・
感謝の会に、 たくさんの方が来てくださり、
私 た ち は、 と て も う れ し く 思 い ま す。

Q. 福賀のスイカは ひと苗に
　  何個 育てるでしょう？（配点３）
Q. 福賀のスイカは ひと苗に
　  何個 育てるでしょう？（配点３）

ハイ！
ハイ！ハイ！

ハイ！

きっと来るよ
だって ぼくが
きっと来るよ
だって ぼくが

きみに
お手紙 出したんだもの
きみに
お手紙 出したんだもの

夢みたいだ！夢みたいだ！ 助けて～助けて～

大人たちも全力！大人たちも全力！

秋をイメージした手作り衣装にも注目！秋をイメージした手作り衣装にも注目！

君のドルチェ＆ガッバーナ～♪君のドルチェ＆ガッバーナ～♪

こたえ：１個こたえ：１個
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吉岡 風詩乃　小野 優
よしおか　      ふしの　　　　　　   お の　    まさる

奈古浦の案内なら おまかせ！
まちのことを知りたいという方は
ぜひ一度 shiBano まで♪

　

今
年
度
︑
私
た
ち

sh
iB

an
o
 

ス
タ
ッ
フ
の
２
人
は
︑

奈
古
浦
集
落
を
舞
台
に
︑ 

阿
武
小
３
年
生
と
一
緒
に
︑

ふ
る
さ
と
を
知
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　

こ
の
度
は 

﹁
河
野
酒
造
﹂ 
の 
河
野 

と
み
子
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
︑
特
別
に
︑ 
酒
蔵
の
中
で
授
業
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

こ
の
酒
蔵
は
︑ 

酒
造
り
の
役
目
を
終
え
た
現
在
も
︑

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
︑ 
ま
ち
の

人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
建
物
で
す
︒

　

今
年
度
︑
私
た
ち

sh
iB

an
o
 

ス
タ
ッ
フ
の
２
人
は
︑

奈
古
浦
集
落
を
舞
台
に
︑ 

阿
武
小
３
年
生
と
一
緒
に
︑

ふ
る
さ
と
を
知
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　

こ
の
度
は 

﹁
河
野
酒
造
﹂ 
の 
河
野 

と
み
子
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
︑
特
別
に
︑ 
酒
蔵
の
中
で
授
業
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

こ
の
酒
蔵
は
︑ 

酒
造
り
の
役
目
を
終
え
た
現
在
も
︑

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
︑ 
ま
ち
の

人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
建
物
で
す
︒

　

酒
造
り
の
道
具
の
見
学
で
は
︑
米
を
蒸
す
た
め
に

使
わ
れ
て
い
た 

﹁
か
ま
ど
﹂ 

の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　

か
ま
ど
の
下
に
は
火
を
炊
く
た
め
に
︑
人
が
一
人

入
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
が
あ
り
︑
こ
こ
か
ら
出
た

熱
と
煙
は
︑ 

中
庭
に
そ
び
え
立
つ
煙
突
か
ら
︑ 

外
へ
と

逃
げ
て
い
く
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

 　

そ
し
て
︑
子
ど
も
た
ち
が
見
上
げ
て
い
た
煙
突
の

て
っ
ぺ
ん
に
は
︑
避
雷
針
︒

　

普
段
は
︑ 

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
︑ 

静
か
に
佇
ん

で
い
ま
す
が
︑ 

実
は
︑ 

奈
古
浦
の
街
並
み
を
落
雷
か
ら

守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
︒

　

酒
造
り
の
道
具
の
見
学
で
は
︑
米
を
蒸
す
た
め
に

使
わ
れ
て
い
た 

﹁
か
ま
ど
﹂ 

の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　

か
ま
ど
の
下
に
は
火
を
炊
く
た
め
に
︑
人
が
一
人

入
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
が
あ
り
︑
こ
こ
か
ら
出
た

熱
と
煙
は
︑ 

中
庭
に
そ
び
え
立
つ
煙
突
か
ら
︑ 

外
へ
と

逃
げ
て
い
く
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

 　

そ
し
て
︑
子
ど
も
た
ち
が
見
上
げ
て
い
た
煙
突
の

て
っ
ぺ
ん
に
は
︑
避
雷
針
︒

　

普
段
は
︑ 

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
︑ 

静
か
に
佇
ん

で
い
ま
す
が
︑ 

実
は
︑ 

奈
古
浦
の
街
並
み
を
落
雷
か
ら

守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
︒

奈

古

浦

の

シ

ン

ボ

ル
　

 

﹁
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
﹂ 

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

通
し
て
︑ 

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
︑ 

柔
軟
な 

﹁
物
差
し
﹂ 

を
手
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

　

昔
の
話
を
︑
実
際
に
体
験
し
た
当
事
者
か
ら
直
接

聞
く
こ
と
で
︑
当
時
の
暮
ら
し
を
鮮
明
に
思
い
描
く

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

時
代
の
変
化
と
︑ 

現
代
の
物
質
的
な 

﹁
豊
か
さ
﹂ 

に

押
し
流
さ
れ
て
薄
れ
て
し
ま
っ
た
︑
大
切
な
価
値
を

再
び
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
︒

　

そ
し
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
大
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
︑

社
会
の
全
体
像
を
想
像
し
︑
﹁
社
会
の
中
で
の
自
分
﹂ 

を
理
解
で
き
る
︑ 

思
慮
深
さ
が
育
ま
れ
ま
す
︒

　

人
と
関
わ
り
︑
根
付
い
た
文
化
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
︑

子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
︒

　

授
業
が
終
わ
る
頃
に
は 

﹁
酒
蔵
に
住
み
た
い
！
﹂

な
ん
て
言
っ
て
い
た
子
も
︒

　

大
人
に
な
っ
た
と
き
︑
こ
の
建
物
へ
の
愛
着
や
︑

阿
武
町
で
の
体
験
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
︒

　

 

﹁
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
﹂ 

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

通
し
て
︑ 

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
︑ 

柔
軟
な 

﹁
物
差
し
﹂ 

を
手
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

　

昔
の
話
を
︑
実
際
に
体
験
し
た
当
事
者
か
ら
直
接

聞
く
こ
と
で
︑
当
時
の
暮
ら
し
を
鮮
明
に
思
い
描
く

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

時
代
の
変
化
と
︑ 

現
代
の
物
質
的
な 

﹁
豊
か
さ
﹂ 

に

押
し
流
さ
れ
て
薄
れ
て
し
ま
っ
た
︑
大
切
な
価
値
を

再
び
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
︒

　

そ
し
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
大
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
︑

社
会
の
全
体
像
を
想
像
し
︑
﹁
社
会
の
中
で
の
自
分
﹂ 

を
理
解
で
き
る
︑ 

思
慮
深
さ
が
育
ま
れ
ま
す
︒

　

人
と
関
わ
り
︑
根
付
い
た
文
化
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
︑

子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
︒

　

授
業
が
終
わ
る
頃
に
は 

﹁
酒
蔵
に
住
み
た
い
！
﹂

な
ん
て
言
っ
て
い
た
子
も
︒

　

大
人
に
な
っ
た
と
き
︑
こ
の
建
物
へ
の
愛
着
や
︑

阿
武
町
で
の
体
験
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
︒

子どもたちに酒蔵の歩みについて説明する河野とみ子さん（写真左）

巨大なかまど　かつての息吹を感じさせる迫力

か
わ
の

こ

し
ば
の

﹁
あ
ぶ
の
べ
っ
ぴ
ん
市
﹂ 

で
は 
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
も
な
っ
た
酒
蔵

＊
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“ The good life is one 

　inspired by love and

　 guided by knowledge.”

―  Bertrand Russell
　 突を見上げて　 突を見上げて煙 突を見上げて

普段は、 子どもたちが
通ることも少なくなった奈古浦の大通り。

昔の酒蔵は、 
いまの子どもたちには、

「古くて大きな不気味な建物」 としか
思われないのではないか、と考えていました。

けれども、 今回の授業を通して、
この場所で、 どんな仕事をしていたか、
どのような想いで どんなものを作っていたかを
知ってもらうことができて、本当に嬉しいです。

普段の生活の中でも、 煙突が見えたとき、
ふと、今回のことを思い出してくれればと思います。

学年が上がれば、もっと詳しい話もできるので、
また、このような機会があると良いですね。

⸺  河野とみ子さんより 

普段は、 子どもたちが
通ることも少なくなった奈古浦の大通り。

昔の酒蔵は、 
いまの子どもたちには、

「古くて大きな不気味な建物」 としか
思われないのではないか、と考えていました。

けれども、 今回の授業を通して、
この場所で、 どんな仕事をしていたか、
どのような想いで どんなものを作っていたかを
知ってもらうことができて、本当に嬉しいです。

普段の生活の中でも、 煙突が見えたとき、
ふと、今回のことを思い出してくれればと思います。

学年が上がれば、もっと詳しい話もできるので、
また、このような機会があると良いですね。

⸺  河野とみ子さんより 
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地 域 の 良 さ を
探 す 取 り 組 み

地
元
学
・「
あ
る
も
の
探
し
」　

第
２
弾

﹁
人
が
元
気
に
な
る
・
自
然
が
元
気
に
な
る
・
経
済
が
元
気
に
な
る
﹂
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
︒﹁
地
域
の
こ
と
を
み
ん
な
で
知
れ
ば
︑
新
し
い
何
か
が
見
つ
か
る
﹂
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
︑﹁
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
め
ざ
し
︑
実
現
す
る
た
め
の
実
践
で
す
︒

　

地
元
学
とは

「
な
い
も
の
ね
だ
り｣

今回、 「地元学」 を実践するにあたり、 奈古地区 ・ 奈古浦のみなさんに、 ご参加 ・ ご協力
をいただきました。専門家として町の地方創生に携わる「持続可能な地域社会総合研究所」
の藤山浩所長（社会政策学者 ・ 博士）と、 島根県立大学総合政策学部 ・ 豊田知世准教
授の指導の下、 大学生たちが現地を巡って聞き取り調査を行い、 掘り起こした 「地元の宝」
について大きな模造紙に 「絵地図」 を描いて、 地元の方々へお伝えしました。

奈古浦編１１/２３
車が通ることの出来ない路地

道の駅阿武町ができる前の話

学生による成果発表

　

奈
古
地
区
・
奈
古
浦
の
地
元

学
で
は

①
西
地
区
の
路
地
と
魅
力

②
浜
地
区
の
路
地
と
魅
力

③
釜
屋
・
美
浜
地
区
の
路
地
と

魅
力

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
調
査

し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
午
前
中
︑
各

自
治
会
の
方
に
案
内
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
︒

　

昔
は
職
業
に
よ
っ
て
住
む
地

区
が
分
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
︒

同
じ
苗
字
も
多
い
の
で
屋
号
や

門
名
を
使
い
判
断
し
て
い
た
よ

う
で
す
︒

　

奈
古
地
区
・
奈
古
浦
の
地
元

学
で
は

①
西
地
区
の
路
地
と
魅
力

②
浜
地
区
の
路
地
と
魅
力

③
釜
屋
・
美
浜
地
区
の
路
地
と

魅
力

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
調
査

し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
午
前
中
︑
各

自
治
会
の
方
に
案
内
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
︒

　

昔
は
職
業
に
よ
っ
て
住
む
地

区
が
分
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
︒

同
じ
苗
字
も
多
い
の
で
屋
号
や

門
名
を
使
い
判
断
し
て
い
た
よ

う
で
す
︒

　

壁
も
様
々
で
︑
船
板
の
壁
︑

漆
喰
塗
り
の
白
壁
︑
格
子
戸
の

家
々
︒
車
が
身
近
で
な
か
っ
た

昔
の
面
影
を
残
す
細
い
路
地
︒

　

夕
方
︑
学
生
に
よ
る
成
果
発

表
が
あ
り
︑
絵
地
図
に
自
分
が

手
入
れ
を
し
て
い
る
庭
や
花
壇

が
発
表
さ
れ
る
と
︑
参
加
さ
れ

て
い
た
住
民
の
方
々
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
︒

　　

案
内
し
て
く
れ
た
方
々
は
︑

奈
古
の
歴
史
に
詳
し
く
﹁
地
元

愛
﹂
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

壁
も
様
々
で
︑
船
板
の
壁
︑

漆
喰
塗
り
の
白
壁
︑
格
子
戸
の

家
々
︒
車
が
身
近
で
な
か
っ
た

昔
の
面
影
を
残
す
細
い
路
地
︒

　

夕
方
︑
学
生
に
よ
る
成
果
発

表
が
あ
り
︑
絵
地
図
に
自
分
が

手
入
れ
を
し
て
い
る
庭
や
花
壇

が
発
表
さ
れ
る
と
︑
参
加
さ
れ

て
い
た
住
民
の
方
々
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
︒

　　

案
内
し
て
く
れ
た
方
々
は
︑

奈
古
の
歴
史
に
詳
し
く
﹁
地
元

愛
﹂
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒

地
元
学
調
査
は
﹁
ま
ち
の
縁
側

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
︒
来
年

の
秋
︑
道
の
駅
阿
武
町
の
隣
に

オ
ー
プ
ン
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
︵
滞

在
型
交
流
拠
点
施
設
︶
で
は
︑

阿
武
町
の
暮
ら
し
が
学
べ
る 

﹁
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂ を
提
供
す

る
予
定
で
す
︒
地
元
学
で
発
見

し
た
地
域
の
魅
力
を
観
光
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
で
︑﹁
縁
側
で
ゆ
っ
く
り
お
茶

を
飲
む
よ
う
に
︑
阿
武
町
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
滞
在
﹂
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
︑
魅
力
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
︒

記 者
阿
武
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
田
代
ゆ
か

阿
武
町
集
落
支
援
員　
吉
岡
風
詩
乃

町
内
３
地
区
の
地
元
学
調
査
を
終
え
て

「
地
域
の
魅
力
と
底
力
を

引
き
出
す
」

　
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
、
改
め
て
田
園
回

帰
の
う
ね
り
が
起
き
て
い
ま
す
。
一
極

集
中
が
続
い
て
き
た
東
京
も
５
月
か
ら

社
会
減
に
転
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

地
域
も
地
球
も
循
環
型
社
会
に
向
か
う

中
、阿
武
町
の
よ
う
な
豊
か
な
海
、山
、

田
畑
に
囲
ま
れ
た
地
域
こ
そ
、持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
近
道
に
立
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
過
疎
が
始
ま
っ

て
60
年
、
若
者
を
送
り
だ
し
て
き
た
地

域
に
は
、「
こ
こ
に
は
何
も
な
い
」
と

言
っ
て
し
ま
う
心
の
湿
り
気
が
残
っ
て

い
ま
す
。
地
元
学
は
、
外
か
ら
の
訪
問

者
と
地
元
住
民
と
の
出
会
い
の
中
で
、

地
元
の
こ
こ
か
し
こ
に
宿
っ
て
い
る
魅
力

と
底
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
な
の
で
す
。

　
今
回
の
宇
生
賀
、
宇
田
浦
、
奈
古
浦

で
の
地
元
学
で
は
、
住
民
の
方
が
長
年

積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
奥
深
く
多
彩
な

知
恵
、技
、想
い
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
こ
こ
で
一
緒
に
暮
ら
そ
う
！
」

と
自
信
を
持
っ
て
呼
び
か
け
て
い
く
定

住
推
進
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
や
環
境
と
共
生
す
る
観
光
（
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会

総
合
研
究
所

所
長　
藤
山　
浩　
氏

ふ
じ
や
ま　
　

こ
う

た
し
ろ

よ
し
お
か　

ふ
し
の

ふじやま　　こう とよた　　　ともよ

10



「新 交流スペース」 完成記念「新 交流スペース」 完成記念

道の駅 阿武町 交流イベント道の駅 阿武町 交流イベント
新型コロナに負けるな！阿武町の食 応援プロジェクト12

12

　阿武町では 「まちの縁側事業」 として、 来年秋オープンするキャンプ場を拠点に、 訪れた人が町に滞在しながら
町内各地区へと足を運ぶことができるようにして地域経済全体を底上げする 「しくみづくり」 を進めています。
　その取り組みの一環として、 「ビジターセンター」 （地域案内・交流施設） 新設に向けて、 さらなるにぎわい創出の
ための道の駅の施設リニューアル工事に着手しています。
　このイベントは、 新テナント棟と、 テント屋根のフードコート （食事場所） を備えた交流スペース完成を記念した
町民のみなさんへのお披露目と、 新型コロナ感染拡大による消費の落ち込みに対する経済対策として町内飲食店や
生産物のＰＲ・消費拡大を図るために開かれました。

　阿武町では 「まちの縁側事業」 として、 来年秋オープンするキャンプ場を拠点に、 訪れた人が町に滞在しながら
町内各地区へと足を運ぶことができるようにして地域経済全体を底上げする 「しくみづくり」 を進めています。
　その取り組みの一環として、 「ビジターセンター」 （地域案内・交流施設） 新設に向けて、 さらなるにぎわい創出の
ための道の駅の施設リニューアル工事に着手しています。
　このイベントは、 新テナント棟と、 テント屋根のフードコート （食事場所） を備えた交流スペース完成を記念した
町民のみなさんへのお披露目と、 新型コロナ感染拡大による消費の落ち込みに対する経済対策として町内飲食店や
生産物のＰＲ・消費拡大を図るために開かれました。

Point!

﹁
Ａ
Ｂ
Ｕ
地
域
盛
り
上
げ
隊
﹂ 

中
学
生
が
ダ
ン
ス
で
応
援

木与出身･けん玉おじさん
こと 田中 昭平 さんの実演

たなか　あきひら

蒸
気
船
饅
頭 

再
開

「パン工房｣とボランティア生徒
新テナントでは漁師めし 販売
「う ぉ っ ち ゃ 食 堂」  オ ー プ ン

新
し
い 

交
流
ス
ペ
ー
ス
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト

「べっぴん小市」 もイベント出店

地元農家が新鮮野菜を販売キャンプ場計画と、 地域を活かした 「体験コンテンツ」 を
紹介するため、 集落支援員と地域おこし協力隊を中心に企画

まき割り体験まき割り体験

アップルジンジャーティーアップルジンジャーティー

ドライキウイの
つけあわせ♪

＊キャンプ場ＰＲブース＊

たき火でマシュマロ焼きたき火でマシュマロ焼き

自伐型林業を応援！
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それゆけ！あぶニーランド　JA 奈古大井支所それゆけ！あぶニーランド　JA 奈古大井支所

「干支」 と 「ピカチュウ」　萩山口信用金庫「干支」 と 「ピカチュウ」　萩山口信用金庫 郵便ポストとゆうパックダンボー　奈古郵便局郵便ポストとゆうパックダンボー　奈古郵便局

シンデレラとかぼちゃの馬車　みどり保育園シンデレラとかぼちゃの馬車　みどり保育園 クリスマスツリー　郷川を語る仲間たちクリスマスツリー　郷川を語る仲間たち

ABu の呼吸　㈱ナベル山口工場ABu の呼吸　㈱ナベル山口工場

「香水」　ＳＵＮ美容室「香水」　ＳＵＮ美容室

子どもたちからの X’ mas　道の駅温水プール子どもたちからの X’ mas　道の駅温水プール

阿武小学校ＰＴＡ阿武小学校ＰＴＡ

プリン甘ビ～エ♥　阿武町役場プリン甘ビ～エ♥　阿武町役場

ワクワクハウス　福賀小学校ワクワクハウス　福賀小学校

ア
マ
ビ
エ

アマアマ

12 月 12 日の点灯式では 「宇田さくら会」 のみなさんによる銭太鼓の披露と
至誠館大学のサークル 「ＭＣＬ音楽奏で隊」 のハンドベル演奏が行われました
12 月 12 日の点灯式では 「宇田さくら会」 のみなさんによる銭太鼓の披露と
至誠館大学のサークル 「ＭＣＬ音楽奏で隊」 のハンドベル演奏が行われました

｢

コ
ロ
ナ
退
治
﹂ の
願
い
を
込
め
て

１
３
４
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た

｢

コ
ロ
ナ
退
治
﹂ の
願
い
を
込
め
て

１
３
４
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た

光と芸術の祭典
イルミネーションフェスティバル 2020  in 阿武町

１
／

３
ま
で

す
え
わ
か 　
け
ん
じ

　
こ
の
一
年
、
日
本
中
・
世
界
中
が
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、 

暗
闇
に
、 

ほ
っ
と
し
た 「
と
も
し
火
」 

を
灯
し
た
い
と
、 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一
日
も
早
く
収
束
し
ま
す

よ
う
に
と
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 　
　

   

末
若 

憲
二 

実
行
委
員
長

阿
武
町
を
離
れ
て
都
会
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
が
、 

年
末
年
始
の
帰
省
の
際
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
灯
り
を
見
て

「
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
ん
だ
な
ぁ
」 

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。　
阿
武
町
長 

花
田 

憲
彦

阿
武
町
を
離
れ
て
都
会
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
が
、 

年
末
年
始
の
帰
省
の
際
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
灯
り
を
見
て

「
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
ん
だ
な
ぁ
」 

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。　
阿
武
町
長 

花
田 

憲
彦

は
な
だ　

  

の
り
ひ
こ

は
な
だ　

  

の
り
ひ
こ

宇田郷支所宇田郷支所丑年　萩阿武商工会 阿武支所丑年　萩阿武商工会 阿武支所
ダイニングカフェ８４６
八代峰月堂 蒸気船まんじゅう
ダイニングカフェ８４６
八代峰月堂 蒸気船まんじゅう

福賀支所福賀支所

このほかにも たくさんの街の灯が ふるさとで あなたの帰りを まちわびています。

コロナに
　負けるな !

12
／

24･

31
は

深
夜
24
時
ま
で
点
灯

13 12



��
／
��  

寿
齢
大
学　

阿
武
小
訪
問
﹁
授
業
参
観
﹂

　

奈
古
寿
齢
ク
ラ
ブ 

な
ご
み
会
の
み
な
さ
ん
が
︑
阿
武
小

を
訪
れ
︑
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

　

こ
の
日
は
授
業
参
観
日
で
︑
５
年
生
の
児
童
た
ち
は
︑

阿
武
町
の
特
産
で
あ
る
﹁
無
角
和
牛
﹂
に
つ
い
て
調
べ
て

き
た
︑
歴
史
や
価
値
な
ど
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

　

熱
心
に
学
ん
だ
児
童
の
発
表

を
聞
き
︑
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
か
っ
た
︑
地
元
の
宝
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
は
︑一
緒
に
﹁
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー｣

に
挑
戦
︒
初
体
験
の

子
も
い
ま
し
た
が
︑
得
点
す
る

と｢

や
っ
た
ね｣

と
大
喜
び
！

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
で
し
た
︒

ふるさとの宝
学び伝えて高め合う

  

ふるさとの宝
学び伝えて高め合う

  

��
／
１  

お
︑
お
ん
ら
い
ん
て
な
ん
じ
ゃ
ぁ
～
？

福
賀
大
農
業
ま
つ
り　

オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
版

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
対
策
と
し
て
︑

従
来
の
ま
つ
り
会
場
で
の
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

は
中
止
し
︑
今
年
は
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
版
﹂
と
銘
打
ち
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︵Y

ouTube

︶
を
駆
使
し
て
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
視
聴

す
る
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

　

の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
を
特
設

ス
タ
ジ
オ
に
し
て
︑ト
ー
ク
企
画
︑

特
産
物
争
奪
福
引
き
︑
神
楽
の

演
舞
な
ど
を
生
配
信
︒

　

そ
し
て
︑
み
ど
り
保
育
園

福
賀
分
園
の
子
ど
も
た
ち
の

��
／
��  

第
２
回 

宇
田
郷
寿
齢
大
学

～
冬
場
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～

　

今
回
は
︑
健
康
福
祉
課
の
金
子 

愛 

保
健
師
か
ら
︑
冬
に

向
け
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
﹂
感
染
症
の

予
防
︑
そ
し
て
︑ 

寒
い
時
期
の
健
康
維
持
改
善
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
健
康
に
関
す
る
ク
イ
ズ
か
ら

��
／
��  

宇
田
川
に
鮭
が
遡
上
！

　

鮭
の
遡
上
は
主
に
北
日
本
で
有
名
で
す
が
︑宇
田
郷
で
も
︑

魚
影
を
見
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
を
以
前
か
ら
聞
い
て

い
ま
し
た
︒
つ
い
に
︑ 

宇
田
川
の
千
歳
橋
で
撮
影
に
成
功

し
ま
し
た
︒
尾
ビ
レ
が
磨
り
減
り
体
も
傷
だ
ら
け
︒
体
長

お
よ
そ
��
セ
ン
チ
の
メ
ス
の
鮭
で
す
︒
産
卵
後
に
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
︑
子
孫
を
残
す
た
め
に
命
を

削
っ
た
姿
は
︑
胸
に
迫
り
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
地
区
の
自
然
の
話
題

を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ま
し
た
︒

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
︑
竜
舌
蘭
︑
蛍
︑

鮭…

︒
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑ 

な
か
な
か
見
ら
れ

な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

ど
う
か
︑
来
年
が
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
︒

そ
じ
ょ
う

か
ね
こ　

あ
い

寒い季節もコロナに負けるな！

寒い季節もコロナに負けるな！

始
ま
り
︑ ﹁
ラ
ジ
オ
体
操
﹂ 

の
実
践
︑

感
染
症
対
策
の ﹁
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
﹂

や ﹁
手
洗
い
﹂︑
さ
ら
に
﹁
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
対
策
﹂ 

に
関
す
る
講
座
と
︑

た
い
へ
ん
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
︒

　

感
染
症
に
備
え
て
︑
み
な
さ
ん

真
剣
に
臨
ま
れ
て
お
り
︑
会
員

一
同
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
︒

命のバトンパス命のバトンパス

地元有志の方による撮影地元有志の方による撮影

��
／
��  

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
﹁
俺
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
﹂

　

待
ち
に
待
っ
た
︑ 

町
民
セ
ン
タ
ー
で
の
﹁
会
食
﹂
解
禁
！

　

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
テ
ー
マ

は
︑﹁
俺
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
定
食
﹂ 

で
し
た
！

　

さ
っ
ぱ
り
和
風
チ
ャ
ー
ハ
ン
︑ 

レ
バ
ニ
ラ
炒
め
︑ 

手
作
り

ギ
ョ
ー
ザ
と
い
っ
た
ス
タ
ミ
ナ
満
点
メ
ニ
ュ
ー
を
︑ 

協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
作
り
ま
し
た
︒

　

そ
れ
ぞ
れ
︑
で
き
た
て
が

一
番
お
い
し
い
料
理
で
す
が
︑

全
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
う
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
︑

み
ん
な
で
反
省
会…

︒と
は
い
え
︑

楽
し
い
会
食
の
時
間
で
し
た
︒

　

次
回
の
改
善
点
も
話
し
合
い
︑

さ
ら
な
る
︑
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
で
す
︒

漢の心意気レシピ♪
漢の心意気レシピ♪

おとこおとこ

来年 � / �� （金） に予定していた 「宇田郷寿齢大学 初集会」 は、感染症対策のため中止とします。楽しみにされていた
みなさまには、たいへん申し訳ありませんが、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。　宇田郷公民館より
来年 � / �� （金） に予定していた 「宇田郷寿齢大学 初集会」 は、感染症対策のため中止とします。楽しみにされていた
みなさまには、たいへん申し訳ありませんが、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。　宇田郷公民館より

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
福
賀
小
学
校

の
﹁
ふ
る
さ
と
夢
太
鼓
﹂
の

演
奏
は
︑
事
前
に
録
画
し
た

映
像
を
配
信
し
ま
し
た
︒

　

全
国
各
地
の
福
賀
大
農
業

ま
つ
り
フ
ァ
ン
か
ら
︑
配
信

中
に
︑
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て

く
る
な
ど
︑
こ
れ
ま
で
と
は

一
味
違
っ
た
大
農
業
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
︒

　

��
回
の
歴
史
を
持
つ
﹁
福
賀

大
農
業
ま
つ
り
﹂︒

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る

阿
武
町
農
村
青
年
協
議
会
の

熱
き
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

特
別
版
と
な
り
ま
し
た
︒

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

新しい
おまつり様式★
新しい
おまつり様式★

コロナに負けてたまるかよ！
コロナに負けてたまるかよ！

今年の舞台は
　　　オンラインだっ！！今年の舞台は
　　　オンラインだっ！！
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このたび、 阿武町内の学校で英語を教える
新しいＡＬＴ（外国語指導助手）として、

ソフィア ・ コスタンティノ先生が着任しました！

このたび、 阿武町内の学校で英語を教える
新しいＡＬＴ（外国語指導助手）として、

ソフィア ・ コスタンティノ先生が着任しました！

  

はじめまして、 ソフィアです！オーストラリアのシドニーから
来ました。子どもの頃に合唱団のツアーで来日して以来、
日本の歴史や音楽が大好きになり、大学で日本語の勉強を
しました！音楽では、 和太鼓が大好きです。 歴史では、縄文・
弥生時代の土器について興味があります。阿武町のみなさん、
これからよろしくお願いします。子どもたちも、 一緒に英語を
楽しみましょう！
日本語も一生懸命、 
勉強中なので、 
たくさん話しかけて
くださいね !

・ ・ ・ ・ Interview ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ Interview ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

新しいＡＬＴ  ソフィア先生が着任！
Nice to meet you!

1992 年、 ニュージーランド生まれ。 ４歳の時に
オーストラリアに引っ越す。 お父さんはイタリア人。
来日後２週間の研修期間を経て、やっと阿武町へ。
以前は税金の仕事や、 「バリスタ」 をしていました。

1992 年、 ニュージーランド生まれ。 ４歳の時に
オーストラリアに引っ越す。 お父さんはイタリア人。
来日後２週間の研修期間を経て、やっと阿武町へ。
以前は税金の仕事や、 「バリスタ」 をしていました。
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入
学
生

募
集

▼
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
（
約
９
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。
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令和３年度 阿武町児童クラブ  利用児童を募集します令和３年度 阿武町児童クラブ  利用児童を募集します
来年度４月から阿武町児童クラブを利用する児童を次のとおり募集します。

【利用できる児童】
　小学校 1 年生～ 6 年生の町内の小学校に就学している児童で、
　同居の家族が就労などで児童を日中保育できる人がいない家庭。
【募集児童数】
　阿武児童クラブ　30 人　　　福賀児童クラブ　8 人
【募集期間】
　令和 3 年 1 月 15 日 （金） まで　　
【利用料】
　1 ヶ月あたり　4,000 円
【申し込み方法】
　健 康 福 祉 課 ま た は 各 支 所 備 え 付 け の 「阿 武 町 児 童 ク ラ ブ 入 会 申 込 書」 に 必 要 事 項 を 記 入 し、
　就労証明書を添えて申請をお願いします。  ※みどり保育園では申請書類の備え付けのみ行っています。

※期間後も随時受付は可能ですが
利用開始日の１ヶ月前までには
申 し 込 み 手 続 き を お 願 い し ま す

問い合わせ：健康福祉課 福祉保険係　☎２ｰ３１１５
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

12
月
の
一
句
は
、 「
エ
コ
生
活
　
ケ
チ
と
は
言
わ
な
い
　
最
先
端
」山口県 特定 （産業別） 最低賃金が改正されました

問：山口労働局 賃金室　☎０８３-９９５-０３７２

鉄鋼業など
電気機械器具製造業など
輸送用機械器具製造業
百貨店、 総合スーパー

967 円
893 円
937 円
859 円

＋１円
＋１円
＋１円
＋７円

特定 ( 産業別 ) 最低賃金 時間額 引上額

左 記 以 外 の 最 低 賃 金 は
令和元年 10 月 5 日発効の
時間額 829 円が引き続き
適用されます。

令和２年 12 月 15 日 （火） から

まちづくり懇談会
中止のお知らせ

問：まちづくり推進課  ☎２ - ３１１１

12 月下旬に開催を予定しておりました
町政に関する説明会「まちづくり懇談会」 は、 
感染症対策として、 「密｣を避けるべく、
今年度は中止といたします。 なにとぞ、
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

【
参
考
】 町
政
の
指
針

「
第
７
次 

総
合
計
画
」

解
説
動
画

木与防災事業にかかる４項目の要望
❶ 大型車両の通行にかかる交通安全指導などの徹底
❷ 工事で発生する残土処理にかかる地権者などへの補償や、 埋立後の有効活用を図るための支援
❸ 地元業者の積極的活用による産業の活性化につながる取り組み
❹ 木与地区簡易水道の新たな水源となる可能性のある水脈などがあれば、 その報告

木与防災事業にかかる４項目の要望
❶ 大型車両の通行にかかる交通安全指導などの徹底
❷ 工事で発生する残土処理にかかる地権者などへの補償や、 埋立後の有効活用を図るための支援
❸ 地元業者の積極的活用による産業の活性化につながる取り組み
❹ 木与地区簡易水道の新たな水源となる可能性のある水脈などがあれば、 その報告

　

花
田 

憲
彦 
町
長
は
︑ 国
土
交
通
省 

山
陰
西
部
国
道
事
務
所
︵
萩
市
︶ を

訪
問
し
︑ 福
島 

広
志 

所
長
に
対
し
て

﹁
木
与
防
災
事
業
﹂ の
工
事
に
お
け
る

交
通
安
全
対
策
な
ど
４
つ
の
項
目
に

つ
い
て
︑
要
望
を
伝
え
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
︑ 福
島
所
長
は 

﹁
事
業
の
進
捗
に
は
︑
地
元
の
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
可
能
な
範
囲
で

協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂ と

回
答
し
ま
し
た
︒

ふ
く
し
ま   

ひ
ろ
し

は
な
だ    

の
り
ひ
こ

山
陰
西
部
国
道
事
務
所
を
訪
ね
︑ 福
島
所
長

︵
左
中
央
︶ に
要
望
を
伝
え
る
花
田
町
長

｢
木
与
防
災
﹂  

地
元
へ
の
配
慮
を

11
／ 
18   
町
長
か
ら
国
交
省
へ  

４
項
目
を
要
望

日立サステナブルエナジー株式会社より  お詫びとお知らせ
（仮称） 阿武風力発電事業「環境影響評価方法書」 縦覧 および 住民説明会について

当初計画案では �� 月中の縦覧開始を予定しておりましたが、前回 �� 月の住民説明会でいただいた　

多くのご意見を加味しながらの作成作業に時間を要しており、 スケジュールの遅れが生じております。
まことに申し訳ございませんが、なにとぞご理解のほどよろしくお願いいたします。

＊「環境影響評価方法書」 の縦覧と意見募集は、 
　令和３年１月 �� 日 （金） ～３月 �� 日 （月） の期間、
　阿武町役場本庁・各支所、 山口県庁などで行います。
　（あわせて各施設に 「ご意見箱」 を設置いたします。）

＊「環境影響評価方法書」 に関する住民説明会は、
　令和３年２月上旬に、開催させていただく予定です。

問：日立サステナブルエナジー㈱
　☎０２９７ - ５５ - ７８０８

＊環 境 影 響 評 価 方 法 書：事 業 内 容 を は じ め、 事 業 実 施 区 域 や、 調 査 す る 項 目 ・ 手 法 な ど を ま と め た 文 書 
＊縦 覧：そ の 場 で 誰 で も 自 由 に 見 る こ と が で き る よ う に 文 書 を 公 開 す る こ と  （持 ち 出 し・複 製 は 不 可）
＊環 境 影 響 評 価 方 法 書：事 業 内 容 を は じ め、 事 業 実 施 区 域 や、 調 査 す る 項 目 ・ 手 法 な ど を ま と め た 文 書 
＊縦 覧：そ の 場 で 誰 で も 自 由 に 見 る こ と が で き る よ う に 文 書 を 公 開 す る こ と  （持 ち 出 し・複 製 は 不 可）

阿武町役場では、 日立サステナブルエナジーが進める風力発電計画に関する
新しい情報が入り次第、 「広報あぶ」 をはじめ、 防災無線 ・ 公式ウェブサイトなどで
町民のみなさまにお知らせいたします。

行 政
用 語

16



新型コロナウイルス感染症 
　　　　『こんな時どうする？』

健康習慣➈
   みんなで
　       実践！

♪
ハ ッ ピ ー あ ぶ 町♪♪
ハ ッ ピ ー あ ぶ 町♪

年末年始にかけて行事や人の移動とともに感染リスクが高まります。 いま一度､感染対策
を徹底し、 もしもの時にどのように行動したらよいか、 家族と相談しておくことが大切です。

〔受診時のお願い〕 ～感染拡大防止のため必ず守ってください～
  ・ 医療機関ごとに発熱患者さんと一般患者さんの診察時間が決まっています。 必ず電話で発熱などの症状
　があることを伝え､事前予約してください。
  ・ 受診時は､必ずマスクを着用し、 医療機関の指示に従ってください。

〔濃厚接触者になったら？〕
◎濃厚接触者にあたるかどうかは、保健所が患者の方の行動履歴などを聞き取り調査して判断します。保健所

から濃厚接触者として連絡があった方は､ＰＣＲ検査を受けることになります。
◎ＰＣＲ検査の結果､『陰性』だった場合でも、感染が確定した方と最後に接触した日から14日間は､外出自粛､

健康観察が必要です。

発熱などの症状がある

かかりつけ医がいる？

新型コロナウイルスに関する相談先 ☎083－902－2510　健康福祉課☎2－3113

かかりつけ医療機関に電話相談

◎受診・相談センター ☎���－���－����
◎萩・阿武健康ダイヤル�� ☎����－���－���
※��時間対応（土日祝含む）
※受診可能な医療機関を紹介します。

◆ 帰省する家族へのお願い ◆
〔帰省する 2 週間前から〕
  ・ マスクや手洗いの徹底（不特定多数が触れるもの
　は触らない。 触った場合は手洗い ・ 消毒をする）
  ・ 大人数での会食を避ける
〔帰省前～当日〕
  ・ 発熱などのかぜ症状がないことの確認
  ・ 本人､または家族に何らかの症状がある場合は、
　帰省を延期するなどの対応をお願いします。

◆ 帰省時のコロナ対策 ◆
～高齢者 ・ 持病のある方に感染させない～

  ・ 家庭でも一緒にいるときはマスクを着用
  ・ トイレなど共用スペースをこまめに消毒
  ・ 高齢者が先にお風呂に入るようにする
  ・ 初詣など混雑が予想される場所では、 屋外
　であってもマスクを着用
  ・ 帰省中も、 かぜ症状がないことを確認。
　症状があれば 「受診 ・ 相談センター」 へ相談

◎約１ｍの近距離で､マスクをせずに 15 分以上接触した
◎同居､あるいは長時間接触した（車内､航空機内などを含む）

◎咳やくしゃみのしぶき､鼻水や尿などの体液に触れた
可能性が高い
◎感染防護なしに陽性患者を診察､看護もしくは介護した

いる

感染が確定した方（無症状
含む）の発症2日前から入院
などをした日までに接触した
人のうち、右記のような接触
があった方です。

濃厚接触者とは？

いない

その � ･･･発熱などの症状がある･･･どこに受診､相談したらいい？

感 染 が 拡 大 し て い る
地域との往来は、 改めて
必 要 性 を 十 分 に 検 討 し
慎 重 に 判 断 し ま し ょ う

その � ･･･家族が帰省する予定。気をつけることは？

その � ･･･どんな場合に濃厚接触者になるの？ 濃厚接触者になったら？

※
12
／
30
〜
1
／
3
は
萩
市
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー（
☎
0
8
3
8
ー
26
ー
1
3
9
7
）が
年
末
年
始
特
別
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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阿
武
小
学
校
﹁
歯
と
口
の
健
康｣

標
語
・
入
賞
作
品
﹁
む
し
歯
に
は　

負
け
た
く
な
い
か
ら　

は
み
が
き
を
﹂　

松
田 

陽
茉
莉 

さ
ん
︵
４
年
生
︶・︻
Ｊ
Ａ
賞
︼

ま
つ
だ　
　
　

ひ
ま
り

伊
藤 

泉
美 

さ
ん
︵
阿
武
中
２
年
︶

伊
藤 

泉
美 

さ
ん
︵
阿
武
中
２
年
︶

▲ 山本 真護 くん（福賀小２年）

◀ 小野 桜花 さん（阿武小５年）

◀ 

白
松 

朋
之 

さ
ん
︵
阿
武
中
１
年
︶

◀ 
田
中 

美
帆 

さ
ん
︵
阿
武
中
３
年
︶

やまもと しんご

おの さくら

た
な
か

み
ほ

し
ら
ま
つ
と
も
ゆ
き

金
﨑   
凛  

さ
ん
︵
阿
武
小
５
年
︶

金
﨑   
凛  

さ
ん
︵
阿
武
小
５
年
︶

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
作
品 ︵
小
学
生
︶

最
優
秀
作
品 ︵
小
学
生
︶

最
優
秀
作
品 ︵
中
学
生
︶

最
優
秀
作
品 ︵
中
学
生
︶

い
と
う

い
と
う

い
ず
み

い
ず
み

か
ね
さ
き

か
ね
さ
き

り
ん
り
ん

優
秀
作
品

「やめようよ」　勇気を出して　言う言葉　　　
斎藤   連   さん（阿武中３年）

「やめようよ」　勇気を出して　言う言葉　　　
斎藤   連   さん（阿武中３年）

SOS !   Sotto   Ohanasi   Simasenka
広げよう　えがおの花を　いっぱいに
いじめゼロ　思いやりの心　はぐくもう
あ り が と う　君 の 勇 気 が　笑 顔 う む

藤原 帆乃 さん（福賀小５年）
青島 冴斗 さん（阿武小２年）
小野 綾香 さん（阿武中１年）
中村 真楓 さん（阿武中３年）

おなじだよ　いじめる人も　みてるのも　　　
酒巻 真生 くん（阿武小４年）

おなじだよ　いじめる人も　みてるのも　　　
酒巻 真生 くん（阿武小４年）

ふじわら ほの

あおしま りくと

おの あやか

なかむら まなか

そっと お話 しませんか

さかまきさかまき まおまお

さいとうさいとう れんれん

標
語
の
部

最優秀 （中学生）最優秀 （中学生）

最優秀 （小学生）最優秀 （小学生）

優
秀
作
品

令和２年度
阿 武 町 「いじめ防止・根絶強調月間」 ポスター   ・   標語

審 査 結 果

11 月 29 日、 町民センター文化ホールで行われた 阿武町 「人権」 を考える集い推進大会では、 
歌手で 日本ユニセフ協会大使の アグネス ・ チャンさんによる記念講演が開かれました。
11 月 29 日、 町民センター文化ホールで行われた 阿武町 「人権」 を考える集い推進大会では、 
歌手で 日本ユニセフ協会大使の アグネス ・ チャンさんによる記念講演が開かれました。

　
サ
ハ
ラ
以
南
の
地
区
で
は
、
安
全
な

水
を
飲
め
ず
に
な
る
下
痢
や
、
肺
炎
、

気
管
支
炎
な
ど
の
病
気
に
な
っ
て
も
薬
が

手
に
入
ら
ず
、 

１
歳
未
満
で
死
ん
で

し
ま
う
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
て
は
次
々
に
死
ん
で
ゆ
く

子
ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

私
は ｢

産
ま
な
い
で
」 

と
さ
え
言
い
た
く

な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、 

子
ど
も
を

亡
く
し
た
経
験
が
あ
る
母
親
た
ち
は
、

み
ん
な
、 

次
々
に
産
み
た
が
る
ん
で
す
。

　
「
無
事
に
成
長
す
る
保
証
が
ど
こ
に
？

産
め
る
と
き
に
産
ま
な
き
ゃ
」 

と
。

　
「
人
権
を
考
え
る｣

と
言
う
と
、 

と
て
も

堅
苦
し
い
感
じ
が
す
る
け
れ
ど
、 

本
当
は 

｢

あ
た
り
ま
え｣

の
こ
と
な
ん
で
す
。

　
で
も
、 

私
た
ち
は
み
ん
な
毎
日
忙
し
く

生
き
て
い
て
、 

自
分
の
縄
張
り
の
一
部

だ
け
を
考
え
る
こ
と
に
精
一
杯
。

　
周
囲
に
ど
ん
な
人
が
生
き
て
い
る
か
、 

何
を
考
え
て
る
の
か
、 

ど
う
い
う
風
に

生
活
し
て
い
る
の
か
。 

そ
れ
ら
を
見
よ
う

と
も
せ
ず
、 

考
え
る
余
裕
も
、 

か
ば
う

余
裕
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、 「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
人
」。

　
み
ん
な
が
、 

よ
り
幸
せ
に
生
き
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ハ
ラ
以
南
の
地
区
で
は
、
安
全
な

水
を
飲
め
ず
に
な
る
下
痢
や
、
肺
炎
、

気
管
支
炎
な
ど
の
病
気
に
な
っ
て
も
薬
が

手
に
入
ら
ず
、 

１
歳
未
満
で
死
ん
で

し
ま
う
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
て
は
次
々
に
死
ん
で
ゆ
く

子
ど
も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

私
は ｢

産
ま
な
い
で
」 

と
さ
え
言
い
た
く

な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、 

子
ど
も
を

亡
く
し
た
経
験
が
あ
る
母
親
た
ち
は
、

み
ん
な
、 

次
々
に
産
み
た
が
る
ん
で
す
。

　
「
無
事
に
成
長
す
る
保
証
が
ど
こ
に
？

産
め
る
と
き
に
産
ま
な
き
ゃ
」 

と
。

　
「
人
権
を
考
え
る｣

と
言
う
と
、 

と
て
も

堅
苦
し
い
感
じ
が
す
る
け
れ
ど
、 

本
当
は 

｢

あ
た
り
ま
え｣

の
こ
と
な
ん
で
す
。

　
で
も
、 

私
た
ち
は
み
ん
な
毎
日
忙
し
く

生
き
て
い
て
、 

自
分
の
縄
張
り
の
一
部

だ
け
を
考
え
る
こ
と
に
精
一
杯
。

　
周
囲
に
ど
ん
な
人
が
生
き
て
い
る
か
、 

何
を
考
え
て
る
の
か
、 

ど
う
い
う
風
に

生
活
し
て
い
る
の
か
。 

そ
れ
ら
を
見
よ
う

と
も
せ
ず
、 

考
え
る
余
裕
も
、 

か
ば
う

余
裕
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、 「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
人
」。

　
み
ん
な
が
、 

よ
り
幸
せ
に
生
き
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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阿
武
小
学
校
﹁
歯
と
口
の
健
康｣

標
語
・
入
賞
作
品
﹁
ジ
ュ
ー
ス
か
ら　

お
茶
に
変
え
よ
う　

歯
の
た
め
に
﹂　

中
村 
舞
梅 

さ
ん
︵
６
年
生
︶・︻
Ｊ
Ａ
賞
︼

な
か
む
ら　

  

み  

う

第
１
４
５
回
【
色
づ
い
た

木
の
葉
舞
う  

夜
空
の
下
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
／
24
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
昼
は
ホ
カ
ホ
カ
暖
か
い
陽
気
で
し
た

が
、
秋
の
日
の
つ
る
べ
落
と
し
の
如
く

日
が
落
ち
る
と
急
に
冷
え
込
み
、 秋
の

深
ま
り
を
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
４
５
回
【
色
づ
い
た

木
の
葉
舞
う  

夜
空
の
下
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
／
24
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
昼
は
ホ
カ
ホ
カ
暖
か
い
陽
気
で
し
た

が
、
秋
の
日
の
つ
る
べ
落
と
し
の
如
く

日
が
落
ち
る
と
急
に
冷
え
込
み
、 秋
の

深
ま
り
を
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【男性の部】
◆優　勝　中村　晶男（宇田中央）
◆準優勝　清水　清美　（宇田浦）
◆第３位　虎竹　  彰（宇田中央）

なかむら あきお

しみず きよみ

とらたけ あきら

【男性の部】
◆優　勝　中村　晶男（宇田中央）
◆準優勝　清水　清美　（宇田浦）
◆第３位　虎竹　  彰（宇田中央）

なかむら あきお

しみず きよみ

とらたけ あきら

【女性の部】
◆優　勝　清水  紀美子 （宇田浦）
◆準優勝　岩本　房枝（宇田中央）
◆第３位　伊藤 佐登子 （宇田中央）

しみず き み こ

いわもと ふさえ

いとう さ と こ

【女性の部】
◆優　勝　清水  紀美子 （宇田浦）
◆準優勝　岩本　房枝（宇田中央）
◆第３位　伊藤 佐登子 （宇田中央）

しみず き み こ

いわもと ふさえ

いとう さ と こ

【男性の部】
◆優　勝　中村　晶男（宇田中央）
◆準優勝　清水　清美　（宇田浦）
◆第３位　虎竹　  彰（宇田中央）

なかむら あきお

しみず きよみ

とらたけ あきら

【女性の部】
◆優　勝　清水  紀美子 （宇田浦）
◆準優勝　岩本　房枝（宇田中央）
◆第３位　伊藤 佐登子 （宇田中央）

しみず き み こ

いわもと ふさえ

いとう さ と こ

宇田郷グラウンドゴルフを楽しむ会

表
彰
席

表
彰
席
敬称略

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
／
４
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
前
回
の
大
会
が
雨
で
中
止
と
な
り
、

今
回
が
今
年
初
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

十
分
に
相
手
と
の
距
離
を
と
っ
て
、

で
き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど

対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開
催
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
暖
か
さ
か
ら
一
変
し
て

日
中
も
気
温
が
上
が
ら
ず
、
日
没
後
は
、

さ
ら
に
冷
え
込
む
と
い
っ
た
冬
到
来
を

感
じ
さ
せ
る
中
で
し
た
が
、 み
な
さ
ん
、

コ
ー
ト
な
ど
を
重
ね
着
し
て
参
加
。

　
寒
風
に
負
け
ず
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

出
す
な
ど
、
楽
し
い
試
合
で
し
た
。

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
／
４
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
前
回
の
大
会
が
雨
で
中
止
と
な
り
、

今
回
が
今
年
初
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

十
分
に
相
手
と
の
距
離
を
と
っ
て
、

で
き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど

対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開
催
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
暖
か
さ
か
ら
一
変
し
て

日
中
も
気
温
が
上
が
ら
ず
、日
没
後
は
、

さ
ら
に
冷
え
込
む
と
い
っ
た
冬
到
来
を

感
じ
さ
せ
る
中
で
し
た
が
、 み
な
さ

ん
、コ
ー
ト
な
ど
を
重
ね
着
し
て
参
加
。

　
寒
風
に
負
け
ず
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

出
す
な
ど
、
楽
し
い
試
合
で
し
た
。

【ミスターの部】
◆優　勝　中村　晶男（宇田中央）
◆準優勝　金﨑　  洋  　（尾無畑）
◆第３位　岩本　  清（宇田中央）

なかむら あきお

かなざき ひろし

いわもと きよし

【ミズの部】
◆優　勝　光永　伸子　（山口市）
◆準優勝　岩本　房枝（宇田中央）
◆第３位　藤村　千鶴　（宇田浦）

みつなが のぶこ

いわもと ふさえ

ふじむら ちづる

【ミスターの部】
◆優　勝　中村　晶男（宇田中央）
◆準優勝　金﨑　  洋  　（尾無畑）
◆第３位　岩本　  清（宇田中央）

なかむら あきお

かなざき ひろし

いわもと きよし

【ミズの部】
◆優　勝　光永　伸子　（山口市）
◆準優勝　岩本　房枝（宇田中央）
◆第３位　藤村　千鶴　（宇田浦）

みつなが のぶこ

いわもと ふさえ

ふじむら ちづる

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

入
賞
者
の
み
な
さ
ん

税に関する
絵はがきコンクール

萩法人会 主催
令和２年度

➡優秀賞 伊藤 南美 さん （阿武小６年）
いとう みなみ

➡優秀賞 伊藤 南美 さん （阿武小６年）
いとう みなみ

➡

阿
武
町
長
賞

　

小
野 

友
梨
花 

さ
ん ︵
阿
武
小
６
年
︶

➡

阿
武
町
教
育
長
賞

　

山
根 

悠
愛 

さ
ん ︵
阿
武
小
６
年
︶

お
の

ゆ 

り 

か

や
ま
ね

は
る
か

➡

阿
武
町
長
賞

　

小
野 

友
梨
花 

さ
ん ︵
阿
武
小
６
年
︶

➡

阿
武
町
教
育
長
賞

　

山
根 

悠
愛 

さ
ん ︵
阿
武
小
６
年
︶

お
の

ゆ 

り 

か

や
ま
ね

は
る
か

梅田 凜花 さん（阿武小６年）
水津 吉櫻 さん（阿武小６年）
三浦 隆貴 くん（阿武小６年）

梅田 凜花 さん（阿武小６年）
水津 吉櫻 さん（阿武小６年）
三浦 隆貴 くん（阿武小６年）

佳  

作
佳  

作

うめだうめだ りんかりんか

すいずすいず よしのよしの

みうらみうら りゅうきりゅうき

打
ば
て

響
く

　

今
年
の
広
報
５
月
号
で﹁
山
口
県
百
名
山
﹂を

紹
介
し
︑町
内
の
山
で
は
︑奈
古
の
遠
嶽
山
︑

福
賀
の
伊
羅
尾
山
︑宇
田
郷
の
神
宮
山
が
︑

そ
れ
ぞ
れ
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で

町
民
の
み
な
さ
ん
も
登
っ
て
み
ら
れ
た
ら
︑と

書
き
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑﹁
隗
よ
り
始
め
よ
﹂と
い
う
こ
と
で
︑

役
場
の
職
員
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
︑賛
同
を

い
た
だ
き
︑今
年
は
��
月
か
ら
��
月
に
か
け
て

３
班
に
分
か
れ
︑職
員
研
修
と
し
て
伊
羅
尾
山

登
山
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

私
は
︑第
１
班
に
配
属
さ
れ
︑��
月
��
日
の

土
曜
日
に
︑職
員
約
��
人
と
一
緒
に
伊
羅
尾
山

に
挑
戦
︒た
だ
し
︑﹁
挑
戦
﹂と
言
っ
て
も
︑最
近

町
で
自
動
車
も
通
れ
る
４
ｋ
ｍ
弱
の
林
道
を

整
備
し
て
い
ま
す
の
で
︑足
元
に
不
安
無
し
︒

　

晴
天
に
恵
ま
れ
︑ま
た
︑県
の
森
林
部
の

専
門
家
に
︑道
中
の
植
生
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

聞
き
な
が
ら
の
︑ゆ
っ
く
り
と
し
た
約
２
時
間
の

登
山︵
む
し
ろ
ハ
イ
キ
ン
グ
？
︶だ
っ
た
の
で
︑

ま
っ
た
く
疲
れ
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

竜
権
様︵﹁
阿
武
の
昔
ば
な
し
﹂Ｐ
��
︶の
祠
が

あ
る
標
高
６
４
１
ｍ
の
頂
上
に
は
︑桜
や
石
楠
花

が
植
え
ら
れ
︑高
い
木
が
切
っ
て
あ
り
ま
す
の
で

と
て
も
見
晴
ら
し
が
良
く
︑福
田
の
家
々
や

田
ん
ぼ
︑さ
ら
に
遠
く
に
は
西
台
・
東
台
を
望
む

こ
と
が
で
き
︑福
賀
の
田
園
風
景
や
自
然
の

美
し
さ
︑良
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
感
じ
ら
れ
た
︑

た
い
へ
ん
充
実
し
た
１
日
に
な
り
ま
し
た
︒

︵
ち
な
み
に
︑伊
羅
尾
山
の
林
道
は
普
通
車
で
も

山
頂
ま
で
登
れ
︑駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
︒︶

　

来
年
の
職
員
研
修
は

神
宮
山
を
登
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
︑い
ま
か
ら

と
て
も
楽
し
み
で
す
︒

町長
コラム

ま
ず
は

伊
羅
尾
山

い
ら
お
や
ま

と
お
だ
け
や
ま

し
ん
ぐ
う
や
ま

か
い

り
ゅ
う
ご
ん
さ
ま

し
ゃ
く
な
げ花田 憲彦 町長

のりひこはなだ

隗より始めよ： 「大きな物事を始める時は、 手近なことから実行すると良い」 という意味の故事成語。
　　　竜権様： 伊羅尾山の頂上に祀られている水の神様。 雨や湧き水の恵みを司るとされている。19
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こ
う
た

　
   

阿
武
小
学
校
﹁
歯
と
口
の
健
康｣

標
語
・
入
賞
作
品
﹁
鰯
大
す
き　

カ
ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う　

じ
ょ
う
ぶ
な
歯
﹂　

中
村 

虹
太 

く
ん
︵
６
年
生
︶・︻
Ｊ
Ａ
賞
︼

■問い合わせ
　　ねんきんナビダイヤル　　　   ☎０５７０-０５８-５５５
　　日本年金機構 萩年金事務所   ☎０８３８-２４-２１５８

■問い合わせ
　　ねんきんナビダイヤル　　　   ☎０５７０-０５８-５５５
　　日本年金機構 萩年金事務所   ☎０８３８-２４-２１５８

ご自宅で 「ねんきんネット」 始めてみませんか！
「ねんきんネット」 をご利用いただくと、 いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、
将来の年金受給見込額について、 ご自身の年金記録を基に、 さまざまなパターンの試算を
することができます。

通知書の
再交付申請

国民年金保険料控除証明書や
公的年金の源泉徴収票などの

再発行申請ができます。

記録の確認
ご自身の国民年金の記録や

お勤めになられた会社の履歴、
標準報酬月額、 賞与額が

確認できます。

記録の確認
ご自身の国民年金の記録や

お勤めになられた会社の履歴、
標準報酬月額、 賞与額が

確認できます。

年金見込額の
試算

働きながら年金を受給した
場合や、 受給を早めたり
遅らせたりした場合など、

さまざまな条件に合わせた
試算ができます。

年金見込額の
試算

働きながら年金を受給した
場合や、 受給を早めたり
遅らせたりした場合など、

さまざまな条件に合わせた
試算ができます。

通知書の
確認

電子版 「ねんきん定期便」 や
年金支払いに関する通知書

などを確認できます。

通知書の
確認

電子版 「ねんきん定期便」 や
年金支払いに関する通知書

などを確認できます。

年金のたより

　①個人番号カード
　②交付時に設定した暗証番号

　　上記２点を持参の上、 戸籍税務課の窓口までお越しください。

個人番号 （マイナンバー） カードの 「電子証明書」 更新について
窓  口

問：戸籍税務課 ☎２ｰ０５００

署 名 用 電 子 証 明 書：６～１６桁の英数字 
利用者用電子証明書：４桁の数字

いつもと違う、
  初めての冬
いつもと違う、
  初めての冬

これからも守って欲しいこと
●マスク着用･三密回避、室内換気を  ●会話は静かに
●集まりは少人数･短時間で  ●手洗い･アルコール消毒を
●体調不良時、 発熱時は出かけない

「ありがとう」が感染予防の輪をつくる

新型コロナウイルス感染症対策推進室

大人数や
長時間に

およぶ飲食

飲酒を伴う
懇親会など マスク

なしでの
会話

狭い空間
での

共同生活

居場所の
切り替わり

い
つ
で
も
マ
ス
ク

気
を
つ
け
た
い

　
　

 「
５
つ
の
場
面
」
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阿
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小
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校
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歯
と
口
の
健
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標
語
・
入
賞
作
品
﹁
か
が
み
を
み
て　

は
を
み
が
い
た
ら　

き
れ
い
に
な
る
よ
﹂　

黒
川 

佑
樹 

く
ん
︵
１
年
生
︶・︻
保
健
給
食
委
員
会
賞
︼

国有林の事業運営などについて、 国民のみなさまの理解を深めるとともに、 ご意見 ・
ご要望をお聞きして国有林野行政に反映させるため、 近畿中国森林管理局では、
来年度の 「国有林モニター」 を募集します。

国有林
モニター募集

令
和
３
年
度

◆ 任 期　令和 3 年 4 月 1 日 ～ 令和 4 年 3 月 31 日
◆ 対 象　山口県内にお住まいで、 森林 ・ 林業 ・ 国有林に関心のある成人の方
　　　　　（国会 ・ 地方議会の議員、 地方公共団体の長、 常勤の国家公務員、 および 
　　　　　  平成 30 年度～令和 2 年度の 3 年間連続してモニターを務めた方は対象外）

問：近畿中国森林管理局 企画調整課 　☎０６ｰ６８８１ｰ３４０１ （直通）

募集の詳細は
近畿中国森林管理局
Web サイトをご覧ください

近畿中国　国有林モニター

締め切り ：2 月 1 日 （月） まで 

ＳＮＳなどで勧誘し、 お金の貸し借りを行う
「個人間融資」 は、 たとえ個人が行う場合であっても
貸金業法の規定に抵触する場合があります。

　　　 個人間融資を利用
　　　 しようと思っている方へ
・個人を装ったヤミ金融業者により
　違法な高金利での貸付けが行われる
・個人情報が悪用されるなどして、
　犯罪被害やトラブルに巻き込まれる
　　　　　　　などの危険性があります。

ヤミ金融業者による個人間融資は
　　   利用しないようにしましょう！

消費者ホットライン  ☎188  

貸す側も、 借りる側も

＃個人間融資に
　要注意！

厚生労働省 山口労働局委託
「高齢者活躍人材確保育成事業」

◆日　時　 ・ 1 月 28 日 （木） 13 時 ～ 16 時 
　　　　　 ・ 1 月 29 日 （金） 10 時 ～ 16 時（2 日間）
◆場　所　 ・ 萩セミナーハウス
　　　　　 ・ 萩浄化センター
◆対　象　 ・ シルバー人材センターで就業を希望する
　　　　　　阿武町、 萩市、 長門市在住の 60 歳以上の方
　　　　　 ・ 職種転換を希望、 または、
　　　　　　1 年 間 就 業 し て い な い シ ル バ ー 会 員 の 方
◆受講料　　無料

◆募集人員　15 人
　　　※ 受講の決定は締め切り後
             　   郵送にて通知します

◆締め切り　１月 18 日（月）

◆問い合わせ・申し込み
　 山口県シルバー人材センター連合会
　 〒753-0079  山口市糸米２-１３-３５
　　　　　　☎０８３-９２１-６０７０

剪定講習 剪定の基礎を
講義と実技で学びます（受講者募集）

◆募集人員　15 人
　　※ 受講の決定は締め切り後
               郵送にて通知します

◆締め切り　１月 18 日（月）

◆問い合わせ・申し込み
　 山口県シルバー人材センター連合会
　 〒753-0079  山口市糸米２-１３-３５
　　　　　　☎０８３-９２１-６０７０

◆日　時　 ・ 1 月 28 日 （木） 13 時 ～ 16 時 
　　　　　 ・ 1 月 29 日 （金） 10 時 ～ 16 時（2 日間）
◆場　所　 ・ 萩セミナーハウス
　　　　　 ・ 萩浄化センター
◆対　象　 ・ シルバー人材センターで就業を希望する
　　　　　　阿武町、 萩市、 長門市在住の 60 歳以上の方
　　　　　 ・ 職種転換を希望、 または、
　　　　　　1 年 間 就 業 し て い な い シ ル バ ー 会 員 の 方
◆受講料　　無料

正月明けのごみ出しも、 必ず朝７時４５分までに！
正月明けはごみの量が多く、 複数の車両で
回収を行うため、 経路が普段と異なります。
福賀地区においても、 午前中に回収に伺う
ことがありますので、 普段と同様、 回収日の
朝７時４５分までに、 所定の場所にごみを
出すようにしてください。

年 末 の 大 掃 除 な ど で、
「萩 ・ 長 門 清 掃 工 場 
は な も ゆ」 ま で 直 接
ごみを持ち込む場合は、 
事 前 に 「は な も ゆ」 に
ご 連 絡 く だ さ い。
☎ 0 8 3 8 - 2 4 - 5 3 4 9

問い合わせ：健康福祉課  ☎２-３１１３

《相続登記はお済みですか月間》
司法書士による
相続登記に関する 無料法律相談

　 と　き：�/� （月） ～ �� （日）
　 ところ：県内各地の司法書士事務所
　　 　問：山口県司法書士会 事務局
　　　　　 ☎０８３-９３４-５２２０
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ひ
と
と
ひ
と
の
合
言
葉
「
や
さ
し
さ
も
ら
え
ば
倍
返
し
」

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

お し ら せお し ら せ

俳

句

発熱などの症状で
医療機関を受診される方へのお願い

今後のインフルエンザ流行期において、 新型コロナウイルス
感染症との判断が難しい、 発熱などの症状を訴える方が
大幅に増えることが予想されます。 そこで、 患者さんに円滑
に必要な医療を受けていただき、 医療機関での院内感染
防止を図るため以下の点について、 ご注意をお願いします。 

問：健康福祉課 ☎２ ｰ ３１１３

発熱などの症状がある場合は
必ず電話してから受診してください

かかりつけ医のある方（日ごろ受診している医療機関がある）

まずは、 電話でご相談ください。

かかりつけ医のない方（日ごろ受診している医療機関がない）

下記にお問い合せください。 受診可能な医療機関を紹介します。
　◎ 受診 ・ 相談センター　　　  ☎０８３-９０２-２５１０
　◎ 萩 ・ 阿武健康ダイヤル 24　☎０１２０-５０６-３２２

休日当番医
08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397
08388-5-0863
0838-26-1397
08387-8-2311
08387-6-2540
08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397

齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター
福 賀 診 療 所
萩市休日急患診療センター
弥 富 診 療 セ ン タ ー
須 佐 診 療 セ ン タ ー
齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター

奈古
椿
椿
福賀
椿
弥富
須佐
奈古
椿
椿

12/20㊐
12/27㊐
12/30㊌
12/31㊍
１/１㊎
１/２㊏
１/３㊐
１/10㊐
１/11㊊
１/17㊐

緊急の場合は１１９番
　    萩･阿武健康ダイヤル24
　　   24時間年中無休で健康や医療に関する
　　   相談を受け付けています。
　　☎0120ｰ506-322

通話料･
相談料無料(　　　　　)

　　　　　　     休日当番医：  午後 5時半まで
萩市休日急患診療センター：  午後 10 時まで
診 療 時 間

阿武町でエコ一句 みなさんから投句のあった｢エコ一句」。
今月ご紹介する優秀作品は…

西日射す  窓に朝顔  エコライフ

丈夫で成長が早く、どんどん枝数が増えるアサガオは、緑のカーテンにぴったり。
また、その可憐に咲く姿は見る人を涼しく、さわやかな気持ちにさせてくれます。
丈夫で成長が早く、どんどん枝数が増えるアサガオは、緑のカーテンにぴったり。
また、その可憐に咲く姿は見る人を涼しく、さわやかな気持ちにさせてくれます。

大倉  淑子 さん（宇生賀中央）
おおくら   よしこ

大倉  淑子 さん（宇生賀中央）大倉  淑子 さん（宇生賀中央）大倉  淑子 さん（宇生賀中央）
おおくら   よしこおおくら   よしこおおくら   よしこ
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※12/30～1/3は萩市休日急患診療センター（☎0838－26－1397）が年末年始特別相談窓口となります。
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と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

2
6
7

9

12

14

15

16
18

20

21
25

28

29

土
水
木

土

火

木

金

土
月

水

木
月

木

金

1月

成人式　10:00【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
令和３年阿武町消防出初式　9:45【町民センターほか】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【町民センター】
身体測定　11:00【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
心配ごと相談　9:00【町民センター】
誕生会　11:00【みどり保育園】
21世紀の暮らし方研究所　13:30【阿武町暮らし支援センターshiBano】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【町民センター】
ひよこクラブ　9:30【ほっとハウスみどり】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【町民センター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
交通安全指導・避難訓練　11:00【みどり保育園】
幼児健診　13:00【母子健康センター】

阿武町の人口と世帯数 （11月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳
奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,148（－8 ）

　518（－2 ）

514（ 0 ）

3,180（－10）

1,014（－3 ）

　259（－1 ）

　275（ 0 ）

1,548（－4 ）

転入　4

転出　8

出生　0

死亡　6

11月の交通事故

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故

88
（96）
2
（1）

1
（8）
1
（0）

1
（0）
0
（0）

1
（0）

2
（4）

負傷者死者
人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
土木作業員（監督見習い）

介護職員
介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）
技術（製品設計）
資材管理
品質管理
砕石作業員

187,000円～
140,000円
140,000円
176,000円～
180,900円～
180,900円～
180,900円～
160,000円～

阿武建設

阿武福祉会

ナベル 山口工場

小田建設 採石場

業　　種 賃　　金会　社　名
土木作業員

土木施工管理技士
食品加工（鮮魚）

販売員
店舗スタッフ・レジ
プール監視
フロント

インストラクター補助

172,800円～
250,000円～
150,000円～
150,000円～
時給835円～
時給830円～
時給830円～
時給850円～

小田建設

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）
サンマート奈古店

太陽
コミュニケーションズ

町内の求人情報12月分 12月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

至誠館大学での
大学入学共通テストについて

　１月16日（土）、17日（日）に大学入学共通テストを実施し
ます。至誠館大学試験場への自動車等での送迎は全面禁止
です。ＪＲ（臨時便含む）および臨時路線バスをご利用く
ださい。
※時刻については、ホームページをご覧ください。
　http://www.shiseikan.ac.jp

問い合わせ：
　至誠館大学学務課（入試担当）
　☎0838-24-4012
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先月号の「広報あぶ」６ページにおいて、
㈱美萩工芸 小野博巳社長の出身地について 
「奈古地区・上郷」 と記載しておりましたが、 
正しくは 「奈古地区・下郷」 のご出身でした。
お詫び申し上げ、訂正させていただきます。

【11/21】 鶴ヶ嶺八幡宮で七五三の神事に臨んだ
林さんファミリー （美咲）。 晴れ着に大はしゃぎの

大地くん （写真左） と一晟くん（右）。
だいち いっせい



ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理 作品は道の駅温泉棟１階に展示中
会員作品紹介会員作品紹介

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」 より「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」 より

里芋のコロッケ里芋のコロッケ

［作り方］
① 里芋は皮をむいて一口大
　 に切り、 耐熱容器に入れて
　 ラ ッ プ を し て、 レ ン ジ で
　 ６分加熱する。 やわらかく
　 なったらマッシャーでつぶし、
　 温かいうちに塩ひとつまみ
　 加える。

小田 紀美 さん （宇久）

［材料（4 人分）］
里芋　  　　    ３５０ｇ
塩　　   　　ひとつまみ
鶏ミンチ　　  １００ｇ
しょうゆ　　　大さじ２
砂糖　  　　　大さじ１
酒　　　　　  大さじ１
ショウガ汁   　小さじ１
枝豆 （むき身）　３０ｇ

小麦粉　　　　　適量
溶 き 卵　　　　１ コ 分
パ ン 粉　　　　　適 量
揚げ油　　　　　適量

付け合わせ　　　適量
（サニーレタス、 ミニトマトなど）

私 の 一 品

「秋天」   梅地 幸穗（東方）
●季節は晩秋。空いっぱいのいわし雲と、逆光に輝く
　薄原は、秋を彩る一瞬の輝き。福賀の西台はいつも
　嬉しい出会いがあります。

うめぢ　  ゆきほし ゅ う て ん

すすき

◆
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部 　

次
の
例
会 ︵
第
153
回
︶ 

は
︑ 

12
月 

21
日︵
月
︶19
時
か
ら ︵
町
民
セ
ン
タ
ー
︶    

◆
問
： 

事
務
局 

☎
２ - 

３
１
１
１  

おだ     のりみ

「斜光現る」 西村 信教（市）
●11月6日の夕方5時半ごろ、曇り空に切れ目が入り、
　鹿島上空が、まるで鹿島が噴火したように赤くなり、
　やがて斜光に変わっていきました。

にしむら  のぶのりし ゃ こ う

② フライパンに鶏ミンチ、 しょうゆ、 砂糖、 酒、 ショウガ汁
　 を入れてよく混ぜ、 火にかける。 火が通って水分が
　 なくなるまで加熱する。
③ ①に②と枝豆を加えて８等分に丸める。
④ ③に小麦粉、 溶き卵、 パン粉の順に衣をつけて、
　 １８０度の油でこんがりと揚げる。
⑤ お皿に④と、 付け合わせの野菜を盛り付けて完成！

里芋の栄養で特徴的なものは
食物繊維とカリウムです。
ヌメリの成分も食物繊維！
水溶性の食物繊維は
便秘の解消に効果的ですよ！

里芋の栄養で特徴的なものは
食物繊維とカリウムです。
ヌメリの成分も食物繊維！
水溶性の食物繊維は
便秘の解消に効果的ですよ！

祝！ 100 歳長寿
長山 八代江さん

ながやま 　　　や よ え

東方にお住まいの 長山 八代江さんは
大正９年生まれ。 長野県の出身で、 満州に
渡った後、 夫のふるさとである奈古に移住
されたそうです。 令和２年 11 月 30 日に、 

100 歳の誕生日を迎えられました。
いまでも毎日のように畑仕事をされている

長山さん。 「仕事がいっぱいで、 やー困る！
眠れない夜は、 あねーして、 こねーしてって

畑のことばかりを考えるんです」 とのこと。
どうぞ、 これからもお元気で！

100 歳の記念に阿武町と社会福祉協議会から記念品を贈呈。
後ろの写真は、 玄孫と一緒に写っている写真だそうです。
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